
様式１ 　

Ａ 4

Ｂ 3

Ｃ 2 あまりできていない。

Ｄ 1

番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策 意見・要望等

　

文化的・教養的行事等を通じて生徒の豊かな感性の
育成に努める

外部参加者へのアンケート
調査

活用力や探究力を高める授
業を展開し、確かな学力の
定着を図る

生徒の主体的で協働的な学習により活用力・探究力
を高める

部活動を計画的・効果的に進め、学校の活性化と生
徒の心身の健全な育成に努める

1

目標と指導と評価の一体化を目指した授業により、生
徒の思考力・判断力・表現力を養う

遅刻者数の統計調査
事故違反者数の統計調査

ホームルームや総合的な学習の時間を中心に、体系
的プログラムによるキャリア教育を推進する

通学時マナーアップ運動と連動した安全登校や挨拶・
身だしなみの指導を展開する

道徳教育を推進し、しなやかな心を持つ、人間として
調和のとれた生徒の育成に努める

2

様々な体験を通じて、他者
を思いやり、社会の絆を深
める「しなやかな心」を育て
る

研究発表会

課外の実施回数
生徒アンケートの実施

講演会や講話の実施
小論文指導

進路希望に応じた課外・模擬試験・学習会等を効果的
に行う

主体的な活動を通して、自己の進路と社会の諸問題
を結びつけて考えさせる

体育的行事等を通じてスポーツに親しませ、体力向上
に努める

・3年間を通じたキャリア教育の計画は立
てられた。今後は生徒の進路実現を叶え
るための具体的な取り組み内容と評価の
充実を図る。
・教育改革で新たに求められることが多い
一方で、教員の働き方改革の実現も急務
である。放課後や休日を利用した指導の
在り方を検討していく。
・大学進学以外の進路を選択する生徒も
微増しているため、企画の内容にも幅広い
進路選択に対応した視点を盛り込む。

・本年度は３年生の「フロンティア探究Ⅲ」がス
タートし、１～３年生全員が「フロンティア探究」
に取り組む流れが完成した。
・１、２年生全員がバインダー型の本校オリジ
ナルポートフォリオを、課題研究の教科書とし
て、また活動の記録や実験ノートとして活用し
ている。今年度は「フロンティア探究Ⅲ」で３年
生が論文を作成する上でのページが追加され
たほか、１,２年生のページも追加改良した。
・サイエンスイングリッシュや研修旅行は概ね
順調である。海外交流校として、タイのコンケン
大学付属高校との交流準備を開始した。

Ｂ

・課題研究の深化を目標として、課題研究
における教員のファシリテーション力向上
のための研修会を実施する。
・３年間の課題研究が円滑に進むよう、ま
た大学の総合型入試に対応できるポート
フォリオを目指し、進路指導と協働しながら
ポートフォリオを改訂していく。
・タイのコンケン大学付属高校との研究交
流を目標に、インターネットを通じた交流プ
ログラムを検討、開始する。

文章を書く機会や発表する機会を設定し、言語活動の
充実に努める

生徒・教員アンケート実施
ポートフォリオ
ルーブリック

サイエンスイングリッシュ
連携校の選定

学校設定科目「フロンティア探究」を通して課題研究に
全校で取り組み、学びに向かう力をつける

高大接続プログラムを開発し、ポートフォリオやルーブ
リックの研究を行う

サイエンスイングリッシュや研修旅行を通じて、実践的
英語力を育成する

4

・県外大会での入賞は厳しい状況である
が、限られた練習時間での効果的な練習
方法や外部指導者を増やすなど工夫して
いきたい。
・緑陽祭は来場者が多数となるため、昨年
度以上に危機管理を検討していきたい。
・歌声コンクールは学校行事や定期試験
等多忙な中で短時間練習で対応したが、
レベルの維持が課題である。
・体力増進に力を入れ、心身ともに健全な
生徒の育成を目指す。

学校目標・経営方針

学習の記録表
課題の状況把握

ほぼ達成できた。（８割以上）

概ね達成できた。（６割以上）

・生徒は限られた時間の中で効率的に活動し、
一定の成果をあげた。総体では健闘したもの
の近年男女共総合順位を下げている。一方で
全国大会や関東大会出場など好成績を挙げる
部・個人も多く出た。
 ・緑陽祭には2000人弱の来場者あり、地域に
開かれた学校として定着している。
 ・多忙ながらも歌声ｺﾝｸｰﾙに熱心に取り組
み、高水準の合唱を創り上げ好評であった。
・運動会・球技大会で、クラス・ブロック間の親
睦を深めた。

ボランティア精神の啓蒙に努め、主体的なボランティ
ア活動を推進する

・フロンティア探究においては、3年間を見通し
た体系的なキャリア教育の実践を進めることが
できた。
・課外や学習会を効果的になるよう工夫し、予
定通り行うことができた。入試改革による共通
テストや英語外部検定については、今後の動
向を見極め、適切な対策が取れるよう検討す
る。
・講演や講話が大学進学に関する内容が中心
で、自己の進路を主体的に切り拓こうとする姿
勢づくりという面では改善が必要であった。

A

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価

達
成
度

本年度の重点目標

定期試験への記述問題
発表における総合評価

・相互授業参観のより積極的な取り組み
と、研修の場として教科会議の位置付け、
教科科間の情報共有を通して、指導法の
研究および、授業改善を継続する。
・「課題の価値（課題をすることで力になっ
ているのか）」等各教科、学年に検討を促
し、生徒の取り組みがより積極的なものと
なるようにしていく。
・記述問題の出題の定着や、生徒の活動
を取り入れた授業展開が活発となり、記述
力や、言語活動をさらに高めていけるよう
にしていく。

授業参観
授業アンケート

新体力テストの実施
生徒アンケートの実施

各種大会の結果
部活動への参加率

・プロジェクター、ホワイトボードなどの個数を
増やす中で、教材の利用、授業展開の研究を
深めることで、生徒の主体的で対話的な学習
活動を促すための授業改善を推進できた。
・課題が学力向上に繋がるように、計画性や課
題の目的について、生徒が主体的に取り組む
ための検証を継続している。
・各教科の試験の中に記述問題を出題するこ
とや、グループワーク、問題の解説を生徒に行
わせる機会を積極的に設けるなどして、生徒
が言語活動を通して理解を深める取り組みを
行った。

5

スーパーサイエンスハイス
クールにおける主体的・協
働的な探究活動を深め、課
題解決能力を育てる。

3

体育活動・文化活動を積極
的に推進し、心身共に健全
な生徒を育てる

生徒の個性を活かし、自己
の生き方・在り方を考えさせ
る進路指導を積極的に行う

できている。

できていない。

評
価

自己評価結果

平成３１年度　山梨県立甲府南高等学校　学校評価報告書（自己評価・学校関係者評価）

本年度の重点目標

５　スーパーサイエンスハイスクールにおける主体的・協働的な探究活動を深め、課題解決能力を育てる。

１　活用力や探究力を高める授業を展開し、確かな学力の定着を図る。

２　様々な体験を通じて、他者を思いやり、社会の絆を深める「しなやかな心」を育てる。

３　体育活動・文化活動を積極的に推進し、心身共に健全な生徒を育てる。

４　生徒の個性を活かし、自己の生き方・在り方を考えさせる進路指導を積極的に行う。

B

不十分である。(４割以上)

達成できなかった。（４割以下）

良くできている。

・「フロンティア・スピリット」。卒業生として懐かしい言葉であ
る。いつまでも持ち続けられるようにご指導願いたい。
・学校設定科目「フロンティア探究」の実践や、独自教材「ポー
トフォリオ」の開発といった取組は高く評価されると考える。生
徒一人一人の特性にも配慮しながら、一層の工夫開発を期待
したい。
・４期連続でSSHに採択されている学校は全国でも極めて少な
く、本校の誇るべき特徴である。これまでの蓄積が「科学甲子
園」での好成績などに表れている。

将来、日本や国際社会の様々な分野で活躍し、社会の発展に貢献できる人材の育成を図る。 山梨県立甲府南高等学校長　井上　耕史

4

学校関係者評価

実施日　（令和２年３月１０日）

評価

発表における自己評価
及び相互評価

令和元年度末評価（2月25現在）

B

・自己評価もよく、今のままで良いと思う。
・高等学校3年間だけでキャリア教育が完結しないことは明らかで
ある。その中で精一杯の取組がなされていると感じる。小学校・中
学校との連携・情報共有も折を見て、研究されることを願う。「ポー
トフォリオ」形式で累積され、自己を顧みるようなシステムは可能な
ら検討をしてほしい。課題研究の視点からは、本校のポートフォリ
オは十分に高大接続に役立っていると思う。
・進路指導については、生徒・保護者ともに評価が高く、教職員の
自己評価も高い。自信を持って指導できている印象である。

・学び探究したことを表現する力を身につけることで、より確かな
定着が図れると思う。
・全体的な先生方一人一人の授業に対する工夫改善への取組は
鋭意されていると感じる。しかし教員アンケート結果から相互授業
参観の効能を認識していないようにも思える。教員自身が他から
学びとる姿勢を高めてほしい。また、教員アンケートの<4>にある
課題の「量」、「質」また別の観点のどこに課題があるか分析願い
たい。
・アンケートからは生徒・保護者・教職員ともに課題を感じているこ
とがうかがえる。しかし「課題を感じる」＝「向上心がある」ととら
え、さらに授業などの改善に努めてほしい。

4

4

3

・学業との両立は個人差があり難しいと思うが、より積
極的にお願いしたい。
・生徒が主体的に取り組むといった観点から、非常に高
い水準であると感じる。
・文化局・体育局ともに活発な部活動が行われており、
優秀な成績を得ている。生徒・保護者の評価も高い。

・社会との関わりをできる限り多様化すると「しなやかな
心」の形成にプラスになると思う。
・高い水準の活動がなされ、大きな成果があげられている
と考える。道徳観を宗教教育の中で育てる国は多いと聞く
中で、日本は「道徳」を教科で扱う数少ない国になるかと
思う。この評価を集団として、個人として、自らが行うような
取組ができると嬉しく思う。挑戦できるようなら検討願いた
い。
・生徒・保護者ともボランティア活動への取組についての
評価が比較的に低いことから、従来の取組を検証し、必要
に応じて見直すことも検討すべきである。
・スクールカウンセラーを常駐にし、より多くの学生や保護
者が利用できる体制を整えて欲しい。

関係機関との連携やスクールカウンセラーの活用によ
り、教育相談の充実を図る

学年保健連絡会実施

・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ1000回運動の成果が定着しており、
生徒が自主的に取り組む姿勢は評価できる。
・安全登校指導は、各回の反省を次回の指導
に活かした。バイク通学者集会で安全運転意
識向上に努め、違反は前年より減少した。
・道徳的内容を含めたLHRを、各HRTの主題設
定により複数回を依頼した。また、生指係によ
るLHRの相互授業参観を実施した。
・年間140時間以上のスクールカウンセリング
を実施し生徒と保護者、教職員への相談体制
の充実を図った。カウンセラーとの情報共有の
時間を多くして個々の生徒の対応も柔軟に行
えるよう理解を深める取り組みを行った。
・学年保健連絡会を5回行い、生徒への対応を
全体で共有し問題解決に向けて努力した。

B

・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動は清掃関連が主だが、今後
様々な活動に広げられるよう質の向上を
上げる方策を考えていきたい。
・事故件数は減少していないため引き続き
通学者集会で事例報告を繰り返し、継続し
た意識向上に努めていく。
・道徳的内容を含めたLHRの相互授業参
観を来年度は1学年全クラスで実施する。
・学校での人間関係だけでなく、家庭環境
や親との関係で悩む生徒が増えてきてい
る。保護者や担任と協力して問題解決に
努め、必要に応じて外部機関との連携を
行っていく。また、スクールカウンセラーの
活用と期間や時間も柔軟に対応できるよう
にしたい。

3

ＬＨＲでの活動
各種行事等の実践事例

ボランティア1000回運動
環境委員会活動

インターアクト委員会活動


